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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも
　ａ）パラフィン、脂肪酸エステル、ポリヒドロキシ脂肪酸エステル、脂肪アルコール、
アルコキシル化脂肪酸エステル、アルコキシル化脂肪アルコール及びこれら化合物の混合
物からなる群から選択される、２５～３７℃の融点を有する成分５～５０質量％、
　ｂ）ポリヒドロキシ脂肪酸エステル、Ｃ１４－２２脂肪アルコール、Ｃ１２－２２脂肪
酸、脂肪アルコール及びエステルのアルコキシル化誘導体、Ｃ８－１８脂肪酸のグリセリ
ド並びにこれら化合物の混合物からなる群から選択される、４０～６０℃の融点を有する
成分５～５０質量％、
　ｃ）水５～４５質量％、及び
　ｄ）ポリグリセロールポリ－１２－ヒドロキシステアレート５～１５質量％
を含む組成物。
【請求項２】
　油中水エマルション又は水中油エマルションとして調製される請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　２３℃で１００～１０００００mPa.sの粘度を有する請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の組成物を含んでなる、皮膚科学的に適合性のある不織
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布仕上げ剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、不織布、特に衛生製品に使用され得る不織布の仕上げに用いる水系組成物に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　衛生物品、例えば、おむつ又は衛生ナプキンの製造において、水性液体を吸収するため
に、吸収性材料が使用される。装用中に吸収性材料に直接触れることを防止し、装用感を
増すために、このような材料は、薄い水透過性不織布により包囲される。そのような不織
布は、通常、合成繊維、例えばポリオレフィン又はポリエステル繊維から製造される。そ
れは、これら繊維が安価に製造でき、良好な機械的性質及び耐熱性を有するからである。
【０００３】
　衛生物品に使用されるこの種の不織布は、一般に適合性及び快適な装用感を改善する為
に、皮膚科学的に適合性のあるローションにより仕上げられることが増えている。例えば
、DE 33 09 530 C1 には、８～１８個の炭素原子を有するヤシ油脂肪酸のトリグリセリド
及び／又は部分グリセリドからなるスキンケア製剤により含浸された衛生用吸収性不織布
が開示されている。装用中にこの製剤を不織布から皮膚に容易に移行させる為に、DE 33 
09 530 C1 に記載のトリグリセリド混合物は、３５～４０℃の範囲の「上昇」融点（Stei
gschmelzpunkt）を有するように選択される。
【０００４】
　装用中にスキンケア製剤を衛生物品から皮膚へ移行させるための別の提案が、WO 96/16
682 に見出せる。この国際公開公報は、内側不織布カバーを、２０℃で固体又は半固体で
あって装用中に装用者の皮膚に移行するローションにより仕上げたおむつを記載している
。このローションは、室温で塑性又は液体でなければならない水不含皮膚軟化剤（エモリ
エント）１０～９５％及び３５℃以上、好ましくは４０℃以上の融点を有するいわゆる固
定剤５～９０％を含む。
【０００５】
　既知のローションの主たる問題は、貯蔵時の安定性である。ローションは、皮膚温度、
即ち約３６～３８℃の温度で不織布から皮膚へ容易に移行できるような稠度（コンシステ
ンシー）を有することが不可欠である。しかしながら、この温度調節方法は、衛生製品を
比較的高温、例えば３０℃を超える温度で貯蔵する場合に、問題を生じ得る。即ち、ロー
ションが、しばしば不織布から「滲み出す」ように見えることである。
【特許文献１】DE 33 09 530 C1
【特許文献２】WO 96/16682
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、本発明が解決しようとする課題は、貯蔵中、特に比較的高い温度での貯蔵中に
安定性が保証されなければならない衛生物品用の不織布に適用される皮膚科学的に適合性
のローションを提供することである。
　加えて、不織布は、例えばおむつにおいて、液体透過性でなければならず、従って、通
常は親水性仕上げされる。それ故に、一般的に疎水性である皮膚科学的に適合性のローシ
ョンを用いて付加的な仕上げを行うと、不織布を介して吸収性材料への液体の移行性が低
下したり、はっきりと損なわれたりする。
【０００７】
　さらに、ローションは、不織布から装用者の皮膚へ完全に移行され、他の有用な機能、
例えば臭い発散の低減、又は細菌、菌類及び酵母の成長の抑制のような機能を発揮する必
要がある。基本的に、ローションは、不織布に容易に適用でき、既知の仕上げ方法により
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により解決することができる。とりわけ、ある種の添加剤、例えば水性媒体から適用され
た時にのみ活性になるリシノール酸亜鉛又はキトサンを適用する場合に、困難さが生じる
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の要求を満たす適当な水系組成物は、選択された油状成分を組み合わせることによ
り得られることが見出された。
　本発明は、少なくとも
　ａ）パラフィン、脂肪酸エステル、ポリヒドロキシ脂肪酸エステル、脂肪アルコール、
アルコキシル化脂肪酸エステル、アルコキシル化脂肪アルコール及びこれら化合物の混合
物からなる群から選択される、２５～３７℃の融点を有する成分５～５０質量％、
　ｂ）ポリヒドロキシ脂肪酸エステル、Ｃ１４－２２脂肪アルコール、Ｃ１２－２２脂肪
酸、脂肪アルコール及びエステルのアルコキシル化誘導体、Ｃ８－１８脂肪酸のグリセリ
ド並びにこれら化合物の混合物からなる群から選択される、４０～６０℃の融点を有する
成分５～５０質量％、
　ｃ）水５～４５質量％、及び
　ｄ）ポリグリセロールポリ－１２－ヒドロキシステアレート５～１５質量％
を含む組成物に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の組成物は、エマルション又は懸濁液、好ましくは水中油（o/w）又は油中水（w
/o）エマルションである。
【００１０】
　１つの好ましい態様において、エマルションは、２３℃において、１００～１００００
mPa.sの範囲、好ましくは５００～５００mPa.sの範囲、より好ましくは２０００～４００
０mPa.sの範囲の粘度（ブルックフィールドRVF、スピンドル５、１０rpm、２３℃）を有
する。特定の乳化剤及び選択された油状成分の他に、エマルションは、５～４５質量％、
好ましくは２５～４０質量％、より好ましくは１０～２５質量％の水を含む。本発明の組
成物は、好ましくはw/oエマルションである。
【００１１】
　成分ａ）は、当業者に既知の多くの化合物から選択され、このような化合物の融点は２
５℃から最高３７℃である。ある種のパラフィン、肪酸エステル、及び特に脂肪アルコー
ルが、この目的に使用され得る。適当なパラフィンは、好ましくは半固体パラフィン、例
えば軟質パラフィン、好ましくは流動パラフィン（ペトロラタム）である。適当な脂肪ア
ルコールは、例えば、ドデカノール又はリシノレイルアルコールであり、更に、不飽和脂
肪アルコールも挙げることができる。グリセリド、好ましくは部分グリセリドとトリグリ
セリドの混合物（２５～３７℃の融点を有する）が、本発明の目的にとって特に適してい
る。Ｃ８－１８脂肪酸のグリセリドの混合物が特に好ましい。
【００１２】
　グリセリドは、グリセロールの脂肪酸（例えば、カプロン酸、カプリル酸、２－エチル
ヘキサン酸、カプリン酸、ラウリン酸、イソトリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸
、パルミトレイン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、エライジン酸、ペ
トロセリン酸、リノール酸、リノレン酸、アラキジン酸、ガドレイン酸、ベヘン酸及びエ
ルカ酸並びにこれらの工業用混合物）とのモノ、ジ及び／又はトリエステルである。これ
らは、式（Ｉ）：
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【化１】

［式中、Ｒは、相互に独立に、ＣＯＲ’基（ここで、Ｒ’は分岐又は非分岐の飽和又は不
飽和Ｃ６－２２アルキル基）及び／又は水素を表す。］
で示される。典型的な例は、ラウリル酸モノグリセリド、ラウリン酸ジグリセリド、ヤシ
油脂肪酸モノグリセリド、ヤシ油脂肪酸トリグリセリド、パルミチン酸モノグリセリド、
パルミチン酸トリグリセリド、ステアリン酸モノグリセリド、ステアリン酸ジグリセリド
、イソステアリン酸モノグリセリド、イソステアリン酸ジグリセリド、オレイン酸モノグ
リセリド、オレイン酸ジグリセリド、獣脂脂肪酸モノグリセリド、獣脂脂肪酸ジグリセリ
ド、ベヘン酸モノグリセリド、ベヘン酸ジグリセリド、エルカ酸モノグリセリド、エルカ
酸ジグリセリド及びこれらの工業用混合物であり、これらは、製造工程からの少量のトリ
グリセリドを含んでいてよい。
【００１３】
　乳化剤成分ｄ）の使用は、本発明において必須である。成分d）は、ポリオールポリグ
リセロールポリ－１２－ヒドロキシステアレートである。これは、ポリ－１２－ヒドロキ
システアリン酸とポリグリセロールとの反応生成物である。ポリグリセロールは、以下の
組成を有する：グリセロール５～３５質量％、ジグリセロール１５～４０質量％、トリグ
リセロール１０～３５質量％、テトラグリセロール５～２０質量％、ペンタグリセロール
２～１０質量％、オリゴグリセロール残部。
【００１４】
　成分ａ）～ｄ）並びに水の他に、本発明の組成物は、他の成分、特に他の乳化剤、好ま
しくは非イオン性乳化剤を含むことができる。非イオン性乳化剤は、皮膚科学的適合性及
び穏和性、並びに環境毒物学的特性に特徴がある。非イオン性乳化剤の組み合わせを使用
すると、特に微細液滴エマルションが得られ、組成物の安定性が改良される。本発明の組
成物は、共乳化剤を、組成物質量に基づき０～１５質量％、好ましくは１～１０質量％、
より好ましくは３～１０質量％の量で含む。
【００１５】
　加えて、本発明の組成物は、他の典型的な成分、例えばシリコーンワックス又はポリシ
ロキサンを、１～６質量％、好ましくは１．５～５．５質量％、より好ましくは２～５質
量％の量で含み得る。ポリシロキサンは、既知の化合物であり、モノマー単位として以下
の構造を含む：
【化２】

［式中、Ｒ''及びＲ'''は、相互に独立して、水素若しくはアルキル、シクロアルキル、
アリール又はアルケニル基を表す。］
このシロキサンは、好ましくは、３７℃で５～５０００mPa.s の粘度を有する。
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【００１６】
　更に、本発明の組成物は、有利には、皮膚科学的に適合性のある物質又はスキンケア物
質を、好ましくは０．１～１０質量％、より好ましくは１～８質量％、最も好ましくは２
～６質量％の量で含み得る。そのような成分は、例えば、ビサボロール、アラントイン及
びパンテノールであってよい。ビタミン、好ましくはビタミンＥ、ビタミン前駆体及び蛋
白質水解物も使用できる。また、植物エキス、好ましくはカモミール、アロエ、ライム花
、セイヨウトチノキ（マロニエ）、緑茶、オーク樹皮、イラクサ、ホップ、ゴボウ、トク
サ、サンザシ、アーモンド、松葉、白檀、ジュニパー、ココナツ、アプリコット、レモン
、小麦、キウイ、メロン、オレンジ、グレープフルーツ、セージ、ローズマリー、カバノ
キ、アオイ（マロー）、ノコギリソウ、タイム、バルム、ハリシュモク、フキタンポポ、
チョウセンニンジン、生姜も適している。しかしながら、他のスキンケア物質、特にキト
サン、酸化亜鉛及びリシノール酸亜鉛を存在させてもよい。
【００１７】
　本発明の１つの態様において、エマルションは、他の助剤及び添加剤、例えば過脂剤、
増粘剤、ポリマー、ワックス、生物作用剤、消臭剤、フィルム形成剤、ＵＶ保護成分、酸
化防止剤、ヒドロトロープ、防腐剤、昆虫忌避剤、自己日焼け剤、可溶化剤、安定剤、香
油、染料、制菌剤などを含んでいてよい。
【００１８】
　過脂剤は、例えばラノリン及びレシチン、並びにポリエトキシル化又はアシル化ラノリ
ン及びレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エステル、モノグリセリド及び脂肪酸アルカノ
ールアミドから成る群から選択でき、後者は泡安定剤としても作用する。
【００１９】
　適当な増粘剤は、例えば、エアロジル型（親水性シリカ）、多糖類、特にキサンタンガ
ム、グアールガム、寒天、アルギン酸塩及びチロース、カルボキシメチルセルロース並び
にヒドロキシエチルセルロース、更に、比較的高分子量の、脂肪酸のポリエチレングリコ
ールモノエステル及びジエステル、ポリアクリレート（例えば、CarbopolTM (Goodrich) 
又はSynthalensTM (Sigma) ）、ポリアクリルアミド、ポリビニルアルコール及びポリビ
ニルピロリドン、界面活性剤、例えばエトキシル化脂肪酸グリセリド、ポリオール（例え
ばペンタエリスリトール又はトリメチロールプロパン）との脂肪酸のエステル、狭範囲脂
肪アルコールエトキシレート又はアルキルオリゴグルコシド、並びに電解質、例えば塩化
ナトリウム及び塩化アンモニウムである。
【００２０】
　適当なカチオン性ポリマーは、例えば、カチオン性セルロース誘導体（例えば、Amerch
ol からPolymer JR 400TM の名称で得られる４級化ヒドロキシエチルセルロース）、カチ
オン性デンプン、ジアリルアンモニウム塩とアクリルアミドの共重合体、４級化ビニルピ
ロリドン／ビニルイミダゾールポリマー（例えば、LuviquatTM (BASF) ）、ポリグリコー
ルとアミンとの縮合生成物、４級化コラーゲンポリペプチド（例えば、Lauryldimonium H
ydroxypropyl Hydrolyzed Collagen (LamequatTM L/Gruenau) ）、４級化小麦ポリペプチ
ド、ポリエチレンイミン、カチオン性シリコーンポリマー（例えば、アモジメチコーン）
、アジピン酸とジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンの共重合体（Ca
rtaretineTM/Sandoz) ）、アクリル酸とジメチルジアリルアンモニウムクロリドの共重合
体（MerquatTM 550/Chemviron) ）、ポリアミノポリアミド、カチオン性キチン誘導体（
例えば、４級化キトサン）、場合により微結晶分散の、ジハロアルキル（例えばジブロモ
ブタン）とビスジアルキルアミン（例えばビスジメチルアミノ－１,３－プロパン）の縮
合生成物、カチオン性グアールガム（例えば、Celanese製JaguarTM CBS、JaguarTM C-17
、JaguarTM C-16）、４級化アンモニウム塩ポリマー（例えば、Miranol製MirapolTM A-15
、MirapolTM AD-1、MirapolTM AZ-1）である。
【００２１】
　適当なアニオン性、双性イオン性、両性イオン性及び非イオン性ポリマーは、例えば、
酢酸ビニル／クロトン酸共重合体、ビニルピロリドン／アクリル酸ビニル共重合体、酢酸
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ビニル／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニル共重合体、メチルビニルエーテル／
無水マレイン酸共重合体及びこれらのエステル、未架橋及びポリオール架橋ポリアクリル
酸、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド／アクリレート共重合体、
オクチルアクリルアミド／メタクリル酸メチル／メタクリル酸ｔ－ブチルアミノエチル／
メタクリル酸２－ヒドロキシプロピル共重合体、ポリビニルピロリドン、ビニルピロリド
ン／酢酸ビニル共重合体、ビニルピロリドン／メタクリル酸ジメチルアミノエチル／ビニ
ルカプロラクタム三元共重合体、場合により誘導体化されたセルロースエーテル並びにシ
リコーンである。
【００２２】
　本発明において、生物作用剤は、例えば、トコフェロール、酢酸トコフェロール、パル
ミチン酸トコフェロール、アスコルビン酸、デオキシリボ核酸、ビサボロール、アラント
イン、フィタントリオール、パンテノール、α－ヒドロキシカルボン酸、アミノ酸、セラ
ミド、シュードセラミド、精油、植物エキス及びビタミン複合体である。
【００２３】
　適当な消臭剤は、例えば、アルミニウムクロロハイドレート、アルミニウム／ジルコニ
ウムクロロハイドレート及び亜鉛塩のような制汗剤である。このような制汗剤は、発汗抑
制及び消臭製剤の製造に使用され、恐らく、タンパク質及び／又は多糖類の沈積により汗
腺を部分的に封鎖することにより作用する。クロロハイドレートの他に、ヒドロキシ乳酸
アルミニウム及び酸性アルミニウム／ジルコニウム塩も使用することができる。例えば、
式：[Al２(OH)５Cl]・２.５H２O で示され、本発明の目的にとって特に好ましいアルミニ
ウムクロロハイドレートは、LocronTM の商品名でClariant GmbH から販売されている。R
ezalTM 36G の商品名でReheis から販売されているアルミニウム／ジルコニウムテトラク
ロロハイドレックス／グリシン複合体も、本発明に従って使用することができる。他の適
当な制汗剤は、エステラーゼ阻害剤、好ましくはクエン酸トリアルキル、例えばクエン酸
トリメチル、クエン酸トリプロピル、クエン酸トリイソプロピル、クエン酸トリブチル及
び特にクエン酸トリエチル（HydagenTM C.A.T., Cognis Deutschland GmbH）である。エ
ステラーゼ阻害剤は、酵素活性を阻害し、従って臭いの生成を低減する。恐らく、クエン
酸エステルの分解により遊離酸が放出され、酵素が阻害される程度に皮膚のｐＨ値を低下
させるのであろう。他のエステラーゼ阻害剤は、硫酸ステロール又はリン酸ステロール（
例えば、ラノステロール、コレステロール、カンペステロール、スティグマステロール及
びシトステロールの硫酸又はリン酸エステル）、ジカルボン酸及びそのエステル（例えば
、グルタル酸、グルタル酸モノエチルエステル、グルタル酸ジエチルエステル、アジピン
酸、アジピン酸モノエチルエステル、アジピン酸ジエチルエステル、マロン酸及びマロン
酸ジエチルエステル）、ヒドロキシカルボン酸及びそのエステル（例えば、クエン酸、リ
ンゴ酸、酒石酸又は酒石酸ジエチルエステル）である。菌叢に影響を与え、汗を分解する
菌を殺し又は抑制する抗菌剤も、エマルション中に存在してよい。そのような抗菌剤の例
は、キトサン、フェノキシエタノール及びクロルヘキシジングルコネートである。５－ク
ロロ－２－(２,４－ジクロロフェノキシ)－フェノール（スイス、バーゼル在Ciba-Geigy 
からIrgasanTM の商品名で販売）も特に有効であることが示されている。
【００２４】
　加えて、ヒドロトロープ、例えばエタノール、イソプロピルアルコール又はポリオール
を流動挙動を改善するために使用することができる。適当なポリオールは、好ましくは２
～１５個の炭素原子及び少なくとも２個の水酸基を有する。ポリオールは、他の官能基、
特にアミノ基を含んでよく、又は窒素で変性されていてよい。助剤及び添加剤の合計割合
は、特定の組成物に基づき、１～５０質量％、好ましくは５～４０質量％であってよい。
【００２５】
　更に、エマルションを安定させるために安定剤、例えばグリセロール又は硫酸マグネシ
ウムを、好ましくは０．１～５質量％、より好ましくは０．１～１．５質量％の量で使用
することも有利であり得る。
【００２６】
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　本発明の組成物は、通常の冷間又は熱間法により調製でき、好ましくは転層温度法によ
り調製できる。
【００２７】
　本発明はまた、不織布の皮膚化学的適合性仕上げに上記の組成物を使用することにも関
する。
【００２８】
　フリースは当業者に知られた材料である。本発明に従って好ましく使用されるフリース
は、全体として又は部分的にポリオレフィンを含んでいる。あらゆる既知の種類のエチレ
ン系又はプロピレン系ポリマー及びコポリマーが、この目的に適している。純ポリオレフ
ィンとコポリマーとの混合物も基本的に適している。本発明に従った教示の目的にとって
特に好適なポリマーは以下のものである：ポリ(エチレン)、例えばＨＤＰＥ（高密度ポリ
エチレン）、ＬＤＰＥ（低密度ポリエチレン）、ＶＬＤＰＥ（超低密度ポリエチレン）、
ＬＬＤＰＥ（線状低密度ポリエチレン）、ＭＤＰＥ（中密度ポリエチレン）、ＵＨＭＰＥ
（超高分子量ポリエチレン）、ＶＰＥ（架橋ポリエチレン）、ＨＰＰＥ（高圧法ポリエチ
レン）；アイソタクチックポリプロピレン；シンジオタクチックポリプロピレン；メタロ
セン－触媒ポリプロピレン、高衝撃ポリプロピレン、エチレン及びプロピレンのランダム
コポリマー、エチレン及びプロピレンのブロックコポリマー；ＥＰＭ（ポリ[エチレン－
コ－プロピレン]）；ＥＰＤＭ（ポリ[エチレン－コ－プロピレン－コ－共役ジエン]）。
他の好適なポリマーは、ポリ(スチレン)、ポリ(メチルスチレン)、ポリ(オキシメチレン)
、メタロセン－触媒α－オレフィン又はシクロオレフィンコポリマー、例えばノルボルネ
ン／エチレンコポリマー；少なくとも８０％のエチレン及び／又はスチレンと２０％未満
のモノマー（酢酸ビニル、アクリレート、メタクリレート、アクリル酸、アクリロニトリ
ル、塩化ビニル）を含むコポリマーである。このようなポリマーの例は、ポリ(エチレン
－コ－アクリル酸エチル)、ポリ(エチレン－コ－酢酸ビニル)、ポリ(エチレン－コ－塩化
ビニル)、ポリ(スチレン－コ－アクリロニトリル)である。また、グラフトコポリマー及
びポリマーブレンド、即ち、とりわけ上記ポリマーが含まれるポリマーの混合物、例えば
ポリエチレン及びポリプロピレンに基づくポリマーブレンドも適している。
【００２９】
　エチレン及びプロピレンに基づくホモポリマー及びコポリマーは、本発明の目的にとっ
て特に好ましい。従って、本発明の１態様では、ポリエチレンそのものがポリオレフィン
として使用され、別の態様では、ポリプロピレンそのものがポリオレフィンとして使用さ
れ、他の態様では、エチレン／プロピレンコポリマーがポリオレフィンとして使用される
。
　本発明のとりわけ好ましい態様では、成分ａ）はポリプロピレンである。
【００３０】
　更に本発明は、上記方法により得られた水性媒体により湿潤された親水化ポリオレフィ
ン系又はポリエステル系繊維を、シート状繊維製品、好ましくは不織布の製造に用いるこ
とに関する。特に好ましい態様では、このようなシート状繊維製品はおむつでの使用が意
図されている。
【００３１】
　実施例
　本発明に従った以下の組成物および参照組成物を調製した。
【００３３】
　エマルション１
　Ｃ１４／Ｃ１６脂肪酸に基づく部分グリセリド／トリグリセリド混合物（融点範囲３３
．０～３５．５℃）　４８質量％
　Ｃ１４／Ｃ６脂肪酸に基づく部分グリセリド／トリグリセリド混合物（融点範囲４０．
０～４２．０℃）　１５質量％
　ポリヒドロキシステアリン酸ポリグリセリロールエステル　１０質量％
　ＺｎＯ４　５質量％
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　グリセロール（８６％）　１．４５質量％
　水　残部
【００３４】
　エマルション２（参照例）
　Ｃ１４／Ｃ１６脂肪酸に基づく部分グリセリド／トリグリセリド混合物（融点範囲３３
．０～３５．５℃）　４０質量％
　Ｃ１４／Ｃ６脂肪酸に基づく部分グリセリド／トリグリセリド混合物（融点範囲４０．
０～４２．０℃）　１５質量％
　ポリビニルステアリルエステル　１３質量％
　グリセロール（８６％）　１．４５質量％
　ＭｇＳＯ４・７Ｈ２Ｏ　０．３０質量％
　水　残部

【００３５】
　Nordson スロットコータを用いて、エマルションをＰＰ不織布に１０及び３０mg／Ｌの
濃度で適用した。



(9) JP 4387799 B2 2009.12.24

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ６１Ｆ  13/49     (2006.01)           Ａ４１Ｂ  13/02    　　　Ｅ          　　　　　
   Ａ６１Ｆ  13/511    (2006.01)           Ａ６１Ｆ  13/18    　　　Ｂ          　　　　　
   Ａ６１Ｆ  13/472    (2006.01)           Ａ６１Ｆ  13/18    ３１０Ｚ          　　　　　

(72)発明者  レイモン・マティ
            ドイツ連邦共和国デー－４０６２７デュッセルドルフ、ザントシュトラーセ１６番
(72)発明者  ミヒャエル・ノイス
            ドイツ連邦共和国デー－５０９９７ケルン、ゼザムシュトラーセ２番
(72)発明者  クリスティネ・ヴィルト
            ドイツ連邦共和国デー－４０７２４ヒルデン、ロルツィングシュトラーセ２５番

    審査官  佐藤　健史

(56)参考文献  国際公開第００／００４２３０（ＷＯ，Ａ１）
              特開２００１－３１４４４０（ＪＰ，Ａ）
              特表２００２－５２０５１１（ＪＰ，Ａ）
              特表平１０－５０１２５２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１９２３３１（ＪＰ，Ａ）
              特表２０００－５０４７９３（ＪＰ，Ａ）
              欧州特許第００１０３８５４（ＥＰ，Ｂ１）
              特開２００１－５１８７７９（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第９７／０２３１９２（ＷＯ，Ａ１）
              特開平１１－０９３０７５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              D06M13/00～15/715


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

